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イ
ン
ド
史
研
究
は
近
年
と
み
に
進
展
し
て
き
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他

地
域
の
歴
史
研
究
者
か
ら
、
イ
ン
ド
史
は
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
極

め
て
多
い
。
一
つ
に
は
、
他
地
域
の
研
究
者
と
の
積
極
的
な
相
互
理
解
を
怠
っ

て
き
た
、
わ
れ
わ
れ
イ
ン
ド
史
研
究
者
の
怠
慢
で
あ
る
と
い
う
側
面
は
拭
え
な

い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

著
者
の
近
藤
治
氏
は
、

営
時
日
本
の

歴
史
皐
の
共
通
概
念
鐙
系
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
史
的
唯
物
論
に
基
づ
い
た
論

考
を
世
に
問
わ
れ
、
イ
ン
ド
史
の
側
か
ら
世
界
史
の
祉
曾
構
成
鐙
的
褒
展
の
論

争
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
っ
た
数
少
な
い
イ
ン
ド
史
研
究
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
。
著
者
に
は
ム
ガ
ル
朝
史
に
闘
す
る
数
多
く
の
寅
謹
研
究
も
あ
る
が
、
本

書
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
論
文
、

と
り
わ
け
前
近
代
史
に
関
す
る
も
の
は
、
い
ず

れ
も
上
記
の
よ
う
な
理
論
的
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
海
外
の
イ
ン
ド
史
の
研
究

成
果
の
紹
介
を
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、
他
地
域
の
研
究
者
、
と
り
わ
け
マ
ル
ク

ス
主
義
史
家
に
は
、
イ
ン
ド
史
研
究
の
成
果
と
し
て
多
大
な
影
響
を
輿
え
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
論
文
の
多
く
は
七

0
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
著
者
自
身
、
そ
の
見
解
も
幾
わ
っ
て
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が、

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
内
容
の
改
漢
は
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
以
下
の
通
り
、
本
書
の
構
成
を
提
示
す
る
に
際
し
、
初
出
の
年
代
を
加
え
て

お
く
こ
と
に
し
た
。

第

一
部

イ
ン
ド
封
建
制
論

第
一
章
植
民
地
前
イ
ン
ド
の
祉
曾
構
成
(
一
九
七
六
年
〉

第
二
章

イ
ン
ド
の
祉
舎
構
成
史
上
に
お
け
る
封
建
制
(
一
九
七
六
l
七
七

年〉

第
三
章

イ
ン
ド
封
建
制
成
立
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
(
一
九
七
九
年
)

第
二
部
近
世
イ
ン
ド
祉
曾
論

第
四
章

植

民

地
前
イ
ン
ド
の
杜
曾
構
成
再
論
〈
一
九
八
四
年
)

第
五
章
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
十
八
世
紀
(
一
九
七
八
年
)

第
六
章
近
世
イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
(
一
九
八
八
年
〉

第
三
部
近
代
イ
ン
ド
祉
曾
論

第
七
章

イ
ン
ド
資
本
主
義
形
成
の
特
質
(
一
九
七
二
年
)

第
八
章
イ
ン
ド
園
民
曾
議
成
立
の
歴
史
的
前
提
(
一
九
六
五
年
)

第
九
章
イ
ン
ド
園
民
禽
議
滋
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
(
一
九
六
五
年
)
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
各
一章
は
も
と
も
と
濁
立
し
た
論
考
で
あ
る

の
で
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
通
り
各
章
ご
と
に
そ

の
要
旨
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
章
で
は
、
イ
ン
ド
の
近
代
史
・

資
本
主
義
萌
芽
を
理
解
す
る
上
で
も
鍵

と
な
る
の
が

「
植
民
地
前
イ
ン
ド
の
社
舎
構
成
の
終
盤
的
理
解
、
つ
ま
り
イ
ン

ド
史
に
お
け
る
封
建
制
把
揮
の
在
り
方
」
〈
一

一
一
一
頁
)
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

構
成
値
的
特
質
と
設
展
段
階
を
提
示
し
て
い
る
。

植
民
地
前
イ
ン
ド
の
祉
曾
構

成
は
、
小
農
民
経
営
に
支
え
ら
れ
た
集
権
的
な
構
成
を
と
る
ア
ジ
ア
的
封
建
制

で
あ
り
、
ア
ジ
ア
的
共
同
鐙
↓
古
代
専
制
園
家
↓
ア
ジ
ア
的
封
建
制
と
い
っ
た

前
近
代
ア
ジ
ア
共
通
の
社
曾
構
成
侵
的
展
開
を
た
ど
っ
た
。
ア
ジ
ア
的
封
建
制

の
特
徴
は
中
央
集
権
的
志
向
性
、
主
に
い
き
つ
く
上
位
者
へ
の
身
分
的
依
存
関
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係
、
身
分
制
や
土
地
所
有
の
重
層
的
階
層
性
の
極
度
の
設
達
、
「
公
民
」
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
存
在
な
ど
、
先
行
す
る
古
代
専
制
園
家
の
色
濃
い
残
映
を
と
ど
め

る
。
イ
ン
ド
史
に
お
い
て
は
、
マ
ウ
リ
ヤ
朝
が
古
代
専
制
図
家
段
階
の
典
型
で

あ
り
、
以
後
徐
々
に
ア
ジ
ア
的
封
建
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
ム
ガ

ル
一一帝
園
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
集
権
問
形
態
が
極
度
に
設
達
す
る
十
六
世
紀
前
半
以
降
は

後
期
封
建
制
と
し
て
区
分
さ
れ
て
イ
ン
ド
史
上
の
近
世
時
代
と
稽
し
、
そ
れ
以

前
の
前
期
封
建
制
で
は
ム
ス
リ
ム
政
権
成
立
の
十
三
世
紀
初
頭
を
も
っ
て
さ
ら

に
二
つ
に
一
得
区
分
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
本
章
の
論
文
が
書
か
れ
た
一
九
七

0
年
代
の
イ
ン
ド
共
産
禁

の
提
示
し
た
拙
皮
革
課
題
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
粧
品
聞
に
残
存
す
る
と
さ
れ
る
前
資

本
制
的
社
禽
関
係
の
克
服
に
呼
隠
し
て
、
そ
う
し
た
枇
曾
関
係
の
歴
史
的
究
明

の
足
が
か
り
と
し
て
、
主
に
近
年
の

マ
ル
ク

ス
主
義
史
家
の
研
究
動
向
を
紹
介

し
つ
つ
、

イ
ン
ド
封
建
制
の
成
立
過
程
を
中
心
に
筆
者
の
見
解
が
述
べ
ら
れ

る
。
イ
ン
ド
の
封
建
制
は
古
代
専
制
園
家
を
歴
史
的
前
提
と
し
て
お
り
、

そ
の

貼
で
他
の
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
欧
と
は
異
な
る
ア

ジ
ア
的
封
建
制
と
m
僻
さ
れ
る
。
そ
し
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
封
建
制
へ
の
移
行
を

グ
プ
タ
朝
溺
擁
後
の
六
世
紀
以
降
と
し
、
そ
の
具
燈
的
諸
相
と
し
て
、

シ
ュ

l

ド
ラ
の
農
民
化
に
暗
示
さ
れ
る
ア
ジ
ア
的
共
同
鐙
か
ら
小
経
営
農
民
の
自
立
化

と
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
共
同
陸
の
再
編
(中
世
村
落
共
同
鐙
の
成
立
て

共

同
鰻
首
長
や
官
僚
・
軍
人
の
封
建
領
主
化
の
結
果
で
あ
る
地
方
支
配
者
層
サ
l

マ
ン
タ
の
出
現
、
古
代
的
身
分
制
で
あ
る
ヴ

ァ
ル

ナ
制
か
ら
中
世
的
身
分
制
で

あ
る
ジ
ャ
l
テ
ィ
燈
制
へ
の
移
行
が
指
摘
さ
れ
る
。
封
建
制
の
諸
段
階
は
第

一

章
と
同
じ
だ
が
、
本
章
で
は
そ
の
諸
段
階
を
劃
す
る
指
標
と
し
て
、
小
経
営
の

進
展
度
と
園
家
的
封
建
的
所
有
に
劃
す
る
私
的
封
建
的
所
有
の
優
越
化
の
進
展

度
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
第
一

章
の
「
ア
ジ
ア
的
共
同
位
↓
古
代
専
制
園

「
ア
ジ
ア
的
祉
禽
構
成
鐙
」
段
階
と
稽
し
て
修
正
し

家
」
を
ひ
と
括
り
に
し
、

て
い
る。

第
三
章
は
、
第
二
章
へ
の
田
中
牧
氏
の
批
剣
に
封
す
る
回
答
で
あ
り
、
そ
の

回
答
内
容
は
第
一

・
二
章
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
傍
数
を
古
代
的
思
惟
と

す
る
田
中
氏
の
見
解
に
は
留
保
し
て
お
り
、

グ
ァ
ル

ナ
鍾
制
か
ら
ジ

ャ
l
テ
ィ

位
制
へ

の
移
行
は
逮
捕
明
か
断
絶
か
と
い
う
質
問
に
封
し
て
は
、
ジ
ャ

l
テ
ィ
の

成
立
以
後
も
、
ヴ
ァ
ル
ナ
値
制
が
そ
れ
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
存
繍
す
る
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た

ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
か
ら
封
建
制
に
移
行
す
る
際
、
論
理

上
、
奴
隷
制
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
田
中
氏
の
見
解
に
劉
し
て

は
、
奴
隷
制
段
階
を
否
定
す
る
近
年
の
イ
ン
ド
古
代
史
研
究
の
動
向
を
も
っ
て

反
封
し
、
奴
隷
制
を
経
由
し
な
い
封
建
制
へ
の
移
行
を
前
章
同
様
提
示
し
て
い

ヲ

Q

。第
四
章
は
、

一
九
八
三
年
デ
リ
ー
で
聞
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ハ
ピ

l
プ
、

メ
イ
ヤ
l
、

ア
ラ
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
、
植
民
地
前
イ
ン
ド
、
と
り
わ
け
ム
ガ
ル
期

の
祉
曾
構
成
に
関
す
る
報
告
の
紹
介
に
重
黙
が
置
か
れ
て
い

る
。
ハ
ピ
l
プ

は
、
集
権
化
が
進
む
ム
ス
リ
ム
政
権
成
立
以
後
は

「
封
建
制
」

で
は
な
く

「
中

世
イ
ン
ド
経
済
」

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
支
配
階
級
の
支
配
は
土
地

に
基
づ
く
農
奴
制
的
支
配
で
は
な
く
、
農
民
全
般
に
射
す
る
各
種
の
上
級
権
者

の
も
つ
権
限
に
由
来
し
て
い
て
、
「
地
主
」
で
あ
る
園
家
が
「
村
落
共
同
種
」

を
ま
る
ご
と
支
配
す
る
燈
制
で
あ
る
た
め
、
個
別
的
な
支
配
|
従
属
形
態
が
卓

越
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
メ
イ
ヤ
ー
も
こ
の
時
代
の
祉
舎
を
西
欧
と

同
じ
封
建
制
概
念
で
捉
え
る
こ
と
に
は
反
お
で
、
北
イ
ン
ド
で
は
園
家
に
よ
っ

て
一
定
期
聞
の
牧
租
権
を
認
め
ら
れ
る
官
僚
と
土
地
保
有
農
民
、
お
よ
び
爾
者

の
中
聞
に
存
在
し
各
種
権
能
を
も
っ
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
で
構
成
さ
れ
る
「

ム
ガ

ル
生
産
様
式
」
、
南
イ
ン
ド
で
は
寅
買

・
入
質
可
能
な
私
的
土
地
所
有
を
賃
現

-146ー
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し
て
い
る
支
配
階
級
と
そ
の
も
と
で
奴
隷
・
農
業
傭
人
・
小
作
人
と
い
っ
た
直

接
生
産
者
で
構
成
さ
れ
る
「
ミ
ラ
1
シ
l
生
産
様
式
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
ア
ラ
ヴ
ィ
ー
は
西
欧
封
建
制
と
の
差
異
は
認
め
つ
つ
も
、
不
自
由
労

働
、
経
済
外
的
強
制
、
政
治
と
経
済
の
融
合
な
ら
び
に
権
力
の
地
方
的
分
散
構

造
、
村
落
の
「
生
存
」
型
経
済
、
皐
純
再
生
産
と
い
っ
た
五
つ
の
封
建
的
生
産

様
式
の
指
標
を
奉
げ
て
、
ム
ガ
ル
期
イ
ン
ド
を
こ
れ
に
嘗
て
は
ま
る
と
す
る
一

方
、
こ
の
時
代
に
都
市
化
の
進
展
、
地
租
銭
納
制
と
結
び
つ
い
た
市
場
経
済
が

設
達
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
著
者
は
報
告
内
容
に
踏
み
込
む
批
剣
は
行
な
わ

な
い
が
、
ア
ラ
ヴ
ィ

l
の
見
解
を
ム
ガ
ル
期
H

後
期
封
建
制
・
紹
劉
主
義
園
家

と
理
解
し
て
、
彼
の
見
解
に
共
感
を
示
し
て
い
る
。

第
五
一
軍
で
は
、
十
八
世
紀
イ
ン
ド
を
俸
統
的
社
禽
と
植
民
地
位
舎
と
の
接
黙

に
な
る
時
代
と
し
て
、
こ
の
時
代
へ
の
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
槌
民
地
的
ア

プ
ロ
ー
チ
、
「
後
期
ム
ガ
ル
期
」
的
把
握
、
愛
展
段
階
論
的
把
握
の
三
つ
に
分

類
し
て
紹
介
し
、
今
後
の
研
究
課
題
を
四
つ
に
分
け
て
提
示
す
る
。

ω農
村
社

舎
の
獲
容
と
し
て
は
、
十
八
世
紀
の
政
治
的
分
裂
化
の
過
程
で
階
級
構
造
、
生

産
・
流
通
機
構
は
ど
の
よ
う
に
努
化
し
て
い

っ
た
の
か
、
地
方
史
レ
ベ
ル
で
寅

誼
的
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω商
工
業
の
問
題
と
し
て
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
市
場
と
の
交
易
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
イ
ン
ド
の
圏
内
市
場
の
形
成

や
地
方
的
市
場
閤
と
の
有
機
的
関
係
を
解
明
す
べ
き
。

ω都
市
と
交
通
の
問
題

と
し
て
は
、
都
市
と
農
村
、
都
市
の
階
層
構
成
な
ど
祉
曾
経
済
史
的
分
析
は
も

と
よ
り
、
歴
史
地
理
準
的
考
察
や
杜
曾
史
的
規
黙
の
導
入
も
必
要
。

ω民
衆
運

動
と
思
想
状
況
と
し
て
は
、
十
七
世
紀
後
半
以
来
の
反
飢
や
暴
動
を
、

支
配
者

関
の
分
裂
抗
争
に
見
え
る
も
の
も
含
め
て
、
民
衆
運
動
と
い
う
覗
熱
か
ら
捉
え

直
す
こ
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
再
興
を
訴
え
る
指
導
者
と
ム
ス
リ
ム
民
衆
と
の
閥
係

や
ス
l
フ
ィ
ー
な
ど
の
諸
活
動
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

る。
第
六
撃
で
は
、
ム
ガ
ル
朝
時
代
の
債
格
製
動
を
主
要
な
劉
象
と
し
て
、
近
世

の
イ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス
関
係
が
い
か
な
る
諸
段
階
の
展
開
と
し
て
把
握
で
き
る

か
を
論
じ
て
い
る
。
ハ
ピ
l
プ
、
チ

ョ
l
ド
リ
は
、
十
七
世
紀
イ
ン
ド
の
債
格

上
昇
の
原
因
を
新
大
陸
銀
流
入
に
求
め
る
が
、
ブ
レ

ニ
ヒ
は
こ
の
債
格
上
昇
を

圏
内
経
済
の
活
滋
化
と
見
る
。
著
者
は
、
銀
流
入
の
イ
ン
ド
へ
の
影
響
如
何
を

考
え
る
場
合
、
こ
の
時
代
の
イ
ン
ド
が
資
本
主
義
世
界
経
済
へ

の
包
掻
過
程
の

諸
段
階
の
う
ち
、
な
お
外
部
世
界
段
階
で
あ
る
と
す
る
ウ
ォ

l
ラ
l
ス
テ
イ
ン

の
指
摘
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
近
世
英
印
関
係
を
植
民
地

化
へ
の
長
期
的
展
望
の
中
で
考
え
る
際
に
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
は
き
わ
め
て
有

数
な
見
方
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
植
民
地
前
イ
ン
ド
に
お
い
て
す
で
に
資
本
主
義
務
芽
が
愛
生

し
て
い
た
が
、
英
植
民
地
支
配
が
そ
の
形
成
過
程
を
妨
害
し
た
と
い
う
、
イ
ン

ド
、
ソ
連
、
日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
史
研
究
の
共
通
理
解
を
踏
ま
え
て
、
一
八

五
一
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
民
族
資
本
の
成
長
過
程
を
五
つ
の
時
期
に
分

け
て
概
観
し
、
植
民
地
イ
ン
ド
に
お
け
る
資
本
主
義
形
成
の
特
質
が
述
べ
ら
れ

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
自
生
的
な
資
本
主
義
設
展
を
阻
害
さ
れ
た
植
民
地
イ
ン

ド
の
本
源
的
蓄
積
過
程
は
、
植
民
地
政
府
の
土
地
政
策
に
よ
っ
て
生
産
手
段
か

ら
の
労
働
力
の
分
離
は
進
行
し
な
が
ら
、
蓄
積
資
本
の
多
く
が
本
園
イ
ギ
リ
ス

に
流
れ
る
植
民
地
的
構
造
と
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
工
業
抑
制
政
策
の
た
め
に、

分
離
し
た
労
働
力
が
資
本
と
再
結
合
す
る
こ
と
な
く
、
大
部
分
は
植
民
地
政
府

に
よ
っ
て
封
建
的
諸
特
権
を
容
認
さ
れ
た
地
主
層
の
農
業
労
働
力
と
し
て
吸
収

さ
れ
る
、
学
封
建
的
植
民
地
位
舎
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

篠
件
の
も
と
で
十
九
世
紀
後
半
に
登
場
し
て
き
た
工
業
部
門
の
民
族
資
本
は
、

基
幹
産
業
部
門
を
イ
ギ
リ
ス
に
撞
ら
れ
て
い
た
な
か
で
、
綿
工
業
な
ど
軽
工
業
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部
門
で
ま
ず
形
成
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
技
術
的
編
成
に
お
い
て
不
利
な
篠

件
を
低
賃
金
労
働
で
劉
抗
し
て
設
展
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
へ

の
金
融
的
従
属
、
技
術
的
従
属
な
ど
英
-
帝
闘
主
義
支
配
の
も
と
で
進
行
し
た
た

め
、
そ
れ
が
一
時
的
に
弛
緩
す
る
雨
大
戦
期
に
大
き
な
裂
展
を
見
せ
る
一
方
、

重
化
祭
・
機
械

・
動
力
源
な
ど
の
工
業
部
門
を
依
い
た
ま
ま
、
偏
面
的
奇
形
的

な
設
展
を
と
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
植
民
地
支
配
下
で
も
っ
と
も
般
し
い
牧
奪

を
受
け
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
上
記
の
源
蓄
の
特
殊
性
に
規
定
さ
れ
て
そ

の
成
長
が
不
十
分
で
あ
り
、
代
わ
っ
て
脅
園
主
義
と
の
矛
盾
を
抱
え
た
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
が
民
族
運
動
の
指
導
権
を
渥
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ
る
。

第
八
章
で
は
、
民
族
運
動
の
指
導
権
を
掌
揮
し
て
い
た
イ
ン
ド
園
民
曾
議
成

立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
二
つ
の
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
園

民
曾
議
の
政
治
的
性
格
の
二
重
性
が
示
さ
れ
る
。
歴
史
的
背
景
の
一
つ
は

一
八

七
0
年
代
以
降
一
帝
園
主
義
へ
と
移
行
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
そ
の
償
制
的
支
柱
で

あ
る
イ
ン
ド
の
植
民
地
支
配
を
強
化
す
る
な
か
で
、
同
じ
こ
ろ
反
英
民
族
運
動

の
指
導
層
と
し
て
政
治
的
影
響
力
を
強
め
て
き
た
「
中
関
厨
」
(官
吏
・
法
律

家
な
ど
知
識
人
麿
〉
を
民
衆
か
ら
切
り
離
し
、
支
配
位
制
側
に
組
織
し
よ
う
と

し
て
成
立
し
た
の
が
園
民
曾
議
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
。
し
か
し

一
方
で
、

「
中
間
層
」
は
す
で
に
各
地
で
祉
舎
改
革
・
反
英
運
動
の
た
め
の
組
織
を
つ
く

り
活
動
を
は
じ
め
て
お
り
、
統
一
イ
ン
ド
の
自
由
を
弊
得
し
よ
う
と
全
図
的
組

織
の
結
成
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
園
民
曾
議
の
成
立
の

も
う
一
つ
の
背
景
で
あ
る
。
こ
う
し
た
成
立
事
情
の
二
側
面
が
、
ま
た
「
中
閲

層
」
の
祉
曾
的
基
盤
が
地
主
・
詩
人
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
一
方
で
反
英
民
族

運
動
の
政
治
組
織
と
し
て
成
長
し
て
い
き
な
が
ら
、
一
一
帝
園
主
義
と
の
安
協
性
を

も
示
す
園
民
曾
議
の
二
重
的
性
格
を
説
明
す
る
、
と
さ
れ
る
。

第
九
章
で
は
、
園
民
曾
議
波
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
い
つ
か
ら
結
び
附

き
、
後
者
の
性
格
が
曾
議
娠
の
運
動
に
ど
の
よ
う
な
影
を
落
と
し
た
の
か
が
論

じ
ら
れ
る
。
図
民
曾
議
は
、
成
立
世
田初
は
知
識
人
を
中
心
と
す
る
中
関
層
が
主

導
権
を
握
り
、
地
主
・
商
業
資
本
を
代
表
し
て
い
た
が
、
一
九

O
五
年
ベ
ン
ガ

ル
分
割
令
段
階
に
な
る
と
、
圏
内
市
場
を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
樹
立
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
イ
ン
ド

・
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
が
園
民
曾
議
の
運
動
に
参
査
す

る
よ
う
に
な
り
、
雨
大
戦
閲
期
に
こ
れ
を
自
己
の

ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
下
に
お
く
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
著
者
は
、
イ
ン
ド

・ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
特
色
と
し

て
、
寅
排
的
な
性
格
が
強
く
地
主
と
の
結
び
つ
き
も
強
い
た
め
、

民
衆
的
な
反

脅
運
動
に
も
反
封
建
の
民
主
化
運
動
に
も
消
極
的
で
あ
る
と
し
、
イ
ン
ド

・
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
反
帯
と
し
て
高
く
評
債
す
る

一
九
五

0
年
代
ソ
連
の
主
張
を

批
剣
し
て
い
る。

以
下
に
評
者
の
気
づ
い
た
諸
貼
に
つ
い
て
論
評
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
氏
の
前
近
代
イ
ン
ド
祉
曾
論
に
限
定
す
る
。
近
代
史
に
関
す

る
批
評
は
、
古
代
史
を
専
門
と
す
る
評
者
の
能
力
を
は
る
か
に
越
え
る
と
い
う

こ
と
が
ま
ず
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
翠
げ
ら
れ
る
。

ω前
近
代
社
舎
論
は
著
者
の
研
究
の
う
ち
、
比
較
的
近
年
の
も
の

で
あ
る

こ

と
。

ω著
者
自
身
が
、
植
民
地
前
社
舎
、
と
り
わ
け
イ
ン
ド
封
建
制
の
あ
り
方

が
イ
ン
ド
史
全
蜂
の
理
解
を
決
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

(
二
二
頁
)
。

ω「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、
著
者
は
本
書
の
編
集
段
階

に
お
い
て
も
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
有
数
性
を
主
張
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も

前
近
代
の
社
曾
構
成
鐙
論
に
閥
し
て
は
、

著
者
は
本
書
の
見
解
を
、

現
在
も
な

お
堅
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
。

ω現
在
の
著
者
の
専
門
が
ム
ガ
ル

時
代
史
研
究
で
あ
る
こ
と
。
以
上
の
諸
貼
か
ら
、
イ
ン
ド
植
民
地
前
社
曾
の
特

質
と
そ
の
歴
史
的
形
成
・
展
開
過
程
の
把
握
が
、
著
者
の
イ
ン
ド
史
像
の
中
該
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を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
植
民
地

前
イ
ン
ド
祉
曾
の
構
成
鐙
的
特
質
が
「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」
と
い
う
概
念
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
著
者
の
言
う
「
ア
ジ
ア
的
封
建

制
」
が
イ
ン
ド
史
の
歴
史
具
鐙
的
現
象
を
ど
れ
ほ
ど
説
明
で
き
る
の
か
、
こ
の

黙
を
中
心
に
徐
討
す
る
こ
と
で
本
書
の
書
評
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
著
者
は
ア
ジ
ア
の
諸
〕
粧
品
聞
の
歴
史
も
、
小
農
民
経
営

の
自
立
化
な
ど
の
諸
貼
で
や
は
り
封
建
制
を
経
過
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
地

方
分
権
制
を
特
徴
と
す
る
西
欧
の
封
建
制
で
は
捉
え
き
れ
な
い
と
す
る。

そ
れ

は
「
中
央
集
権
的
意
向
性
、
王
に
い
き
つ
く
上
位
者
へ
の
身
分
的
依
存
関
係
、

身
分
制
や
土
地
所
有
の
重
層
的
階
層
性
の
極
度
の
裂
達
、
玉
に
仕
え
る
民
と
し

て
の
「
公
民
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
存
在
な
ど
」
、
園
家
的
集
中
度
の
強
い
封
建

制
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
「
封
建
的
土
地
所
有
者
と
小
経
営
農
民
隻
方
の
脆

弱
・
不
安
定
性
」
と
い
っ
た
特
質
を
も
っ
。
こ
れ
ら
の
諸
特
質
は
先
行
時
代

に
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
基
礎
を
置
い
た
古
代
専
制
園
家
を
有
す
る
ア
ジ
ア

諸
駐
舎
固
有
の
特
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
「
封
建
制
成
立
に
お
け
る
園
家
的

集
中
の
強
固
さ
、
な
ら
び
に
共
同
鐙
的
お
よ
び
カ
l
ス
ト
・
宗
族
的
結
合
の
強

固
さ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
、
と
さ
れ
て
い
る
(
以
上
嘗
該
段
落

の
引
用
は
全
て
本
書
二
四
頁
よ
り
〉
。

以
上
が
著
者
の
ア
ジ
ア
的
封
建
制
の
基
本
的
な
骨
格
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
、
ア
ジ
ア
祉
舎
に
お
け
る
封
建
制
の
特
質
を
園
家
的
集
纏
的
志
向
の
強

さ
に
求
め
る
考
え
方
、
し
か
も
そ
の
要
因
を
先
行
す
る
古
代
専
制
園
家
の
存
在

に
託
す
る
愛
想
は
、
著
者
の
引
用
す
る
日
本
史
研
究
者
た
ち
の
(
か
つ
て
の
と

言
う
べ
き
か
)
考
え
る
日
本
な
い
し
ア
ジ
ア
の
中
世
祉
禽
像
と
第
わ
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
つ
ま
り
著
者
は
、
イ
ン
ド
前
近
代
の
園
家
・
祉
舎
の
形
態
お
よ
び
そ

の
歴
史
過
程
は
、
本
質
的
に
日
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
西
欧
と
は
、

と
り
わ
け
そ
の
園
家
的
集
中
と
い

っ
た
政
治
形
態
に
お
い
て
、

全
く
異
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
封
建
制
概
念
は
、
あ
る
い
は
日
本

史
に
は
嘗
て
は
ま
る
の
か
も
じ
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
的
封
建
制
の
核
と
も
言
え
る
そ
の
集
権
的
特
性
は
、
具
鐙
的
に
は
イ

ン
ド
史
の
ど
の
事
象
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
吉
田
晶
氏、

井
上
寛
司
氏
ら
日
本
史
研
究
者
た
ち
の
言
う
ア
ジ
ア
的
封
建
制
の
諸
特
徴
を
、

「イ
ン
ド
『
中
世
』
、
少
な
く
と
も
ム
ス
リ
ム
支
配
期
以
後
に
お
い
て
見
出
す

こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
」
(
一

二
頁
)
と
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
ム
ガ

ル
時
代
は
イ
ン
ド
封
建
制
に
お
い
て
集
権
問
形
態
が
極
度
に
褒
達
し
た
「
近
世

時
代
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
ア
ジ
ア
的
封
建
制
の
特
徴
が

も
っ
と
も
穎
著
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
著
者
の
専
門
の
時
代
で
も
あ
る
ム
ガ
ル

時
代
で
あ
る
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

さ
て
ム

ガ
ル
朝
は
確
か
に
一
般
に
、
イ
ン
ド
前
近
代
史
に
お
い
て
卓
越
し
た

中
央
集
権
鎧
制
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
著
者
も
指
摘
す
る
全
図
的
土

地
丈
量
ゃ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
貧
現
す
る
皇
帯
を
頂
貼
と
す
る
一
種
の
官
僚
制

(
マ
ン
サ
プ
ダ
l
リ
l
制
て
そ
れ
に
伴

っ
て
支
給
さ
れ
る
ジ
ャ

1
ギ
l
ル
地

の
頻
繁
な
所
換
え
な
ど
、
ム
ガ
ル
鐙
制
に
、
貴
族
居
の
皇
帝
権
力
へ
の
依
存
性

と
皇
帝
へ
の
権
力
集
中
を
認
め
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
安
嘗
な
理
解
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
著
者
の
言
う

「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」

だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
集
権
性
の
淵
源
は
、
著
者
が
イ
ン
ド
古
代
専
制
園
家
の
典
型
と
言
う
マ
ウ
リ

ヤ
朝
時
代
に
ま
で
辿
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移

行
期
に
お
け
る
領
主
権
力
の
成
長
を
、
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
貼
に
関
わ

っ
て
く
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
中
世
封
建
制
の
開
始
期
は
グ
プ
タ
朝
嵐
嬢
後
、
六
世
紀
以
降
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
五
九
頁
)
。

こ
の
時
期
の
も
っ
と
も
重
要
な
勢
力
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
サ
l

マ
ン
タ
な
る
稽
挽
を
有
し
た
王
に
臣
従
す
る
地
方
的

支
配
者
層
」
で
あ
り
、
「
支
配
地
域
内
か
ら
租
税
を
徴
枚
し
て
そ
の
一
部
を
園

家
に
納
め
る
一
種
の
領
主
的
存
在
」
と
さ
れ
て
い
る
(
五
五
頁
)
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
「
新
し
く
登
場
し
た
支
配
者
層
の
私
的
封
建
的
土
地
所
有
」
は
、
園
王

直
結
地
に
基
礎
を
置
く
「
図
家
的
封
建
的
土
地
所
有
と
一
定
の
矛
盾
関
係
を
保

ち
つ
つ
も
こ
れ
と
従
底
的
に
結
合
し
て
質
現
さ
れ
て
い
っ
た
L

の
で
あ
り
、

「
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
封
建
領
主
的
成
長
は
典
型
的
な
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
展
開
の

道
を
た
ど
ら
な
か
っ
た
」
(
五
六
頁
)
と
し
て
、
そ
の
圏
家
的
従
属
性
・
依
存

性
の
強
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
サ
l

マ
ン
タ
に
闘
す
る
こ
う
し
た
理
解

に
は
、
多
少
と
も
疑
義
を
挟
む
必
要
が
あ
る
。

「
サ
l

マ
ン
タ
」
(
印
帥
ヨ
g
g
)
と
い
う
語
が
、
王
朝
に
従
属
す
る
地
方
支

配
者
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
史
料
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
著
者
も
指
摘
す
る

通
り
だ
い
た
い
グ
プ
タ
朝
の
衰
退
期
で
あ
る
。
グ
プ
タ
朝
以
後
、
イ
ン
ド
亜
大

陸
に
割
接
す
る
凋
立
王
朝
は
十
二
世
紀
に
至
る
ま
で
そ
の
数
を
増
し
て
い
き
、

群
雄
割
鎮
の
紋
態
が
む
し
ろ
常
態
と
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
雄
は
い
く
つ
も

の
サ
l
マ
ン
タ
を
内
部
に
抱
え
て
い
た
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
サ
l
マ
ン
タ
た
ち

に
よ
っ
て
各
王
朝
の
勢
力
が
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
サ
!
?

ン
タ
と
m
附
さ
れ
る
地
方
支
配
者
た
ち
は
、
王
園
レ
ベ
ル
の
所
領
を
も
っ
者
か
ら

一
村
な
い
し
数
村
し
か
も
た
な
い
者
ま
で
貨
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
(
通
常
は
比

較
的
大
規
模
な
者
を
指
す
場
合
が
多
い
〉
、
ま
た
王
の
官
更
で
あ
っ
た
り
自
立

的
な
地
方
支
配
者
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
後
者
の
場
合
で
も
貢
納
義
務
が
あ
っ
た

り
な
か
っ
た
り
と
、
主
に
糾
問
す
る
従
属
度
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
極
め
て
緩

い
従
属
度
の
サ
l

マ
ン
タ
は
、
ほ
と
ん
ど
同
盟
諸
園
と
餐
わ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
ま
た
比
較
的
規
模
の
大
き
い
所
領
を
も
っ
サ
l
マ
ン
タ
の
場
合
は
、
領
内

に
ま
で
王
の
命
令
が
及
ぶ
こ
と
は
な
く
、
ほ
ぼ
完
全
な
統
治
権
を
認
め
ら
れ
て

い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
初
期
、
と
り
わ
け
八
・
九
l
十
二

世
紀
の
イ
ン
ド
は
多
く
の
王
朝
が
入
り
飢
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
各
王

朝
権
力
の
構
成
も
極
め
て
緩
や
か
な
統
合
慢
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る。
さ
て
中
世
移
行
期
の
政
治
的
統
合
鐙
な
い
し
図
家
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
著
者
の
言
う
園
家
的
集
中
度
の
高
い
封
建
制
と
は
相
容

れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
現
象
的
に
は
、
比
較
的
圏
王
権
力
の
弱

い
時
期
の
西
欧
中
世
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
近
い
と
さ
え
言
え
る。

著
者
は
こ
う
し
た
サ
l

マ
ン
タ
の
形
成
を
「
私
的
封
建
的
所
有
」
の
貧
現
と

理
解
し
て
、
そ
の
形
成
に
お
い
て
、

ω中
央
政
府
に
従
属
し
て
い
た
共
同
佳
首

長
の
封
建
領
主
へ
の
縛
化
、

ω図
家
官
僚
の
封
建
領
主
へ
の
純
化
と
い
う
こ
系

列
を
考
え
、
し
か
も
そ
の
形
成
過
程
に
お
け
る
園
家
へ
の
依
存
度
の
高
さ
(
そ

れ
ゆ
え
に
ア
ジ
ア
の
中
世
は
中
央
集
権
的
な
封
建
祉
舎
を
形
成
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
)
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
賀
際
に
は
サ
!
?
ン
タ
の
直
接
の
前
身

が
こ
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
サ
l

マ
ン
タ
の
う
ち
で
も
有

力
な
も
の
は
、
も
と
も
と
濁
立
王
朝
で
あ
っ

た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な

る
ま
い
。
征
服
さ
れ
た
王
朝
は
多
く
の
場
合
取
り
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
征

服
王
朝
へ
の
臣
従
を
約
束
し
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
貢
納
を
差
し
出
す
僚

件
で
、
自
己
の
領
土
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
サ
l
マ
ン
タ
の
中
に

は
、
本
来
、
中
央
の
王
朝
権
力
か
ら
自
立
し
た
権
力
を
構
成
し
て
い
た
も
の
も

多
く
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
、

「
園
家
」
す
な
わ
ち
中
央
権
力
へ
の

依
存
な
い
し

「よ
り
か
か
り
」

(
二
四
頁
〉
を
遁
さ
な
い
と
「
領
主
」
化
し
な

い
と
す
る
理
由
は
評
者
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
貼
と
関
連
し
て
、
著
者
は
イ
ン
ド
封
建
制
の
展
開
を
「
園
家
的
封
建
的

-150-
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所
有
」
と
「
私
的
封
建
的
所
有
」
の
封
抗
の
歴
史
と
捉
え
、
後
者
が
前
者
に
依

存
し
つ
つ
も
前
者
を
徐
々
に
凌
駕
し
て
い
く
過
程
だ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
こ
こ
で
言
う
「
園
家
」
と
は
何
を
指
す
の
か
が
問
題
と
な
る
。
紙
読
書

な
ど
に
お
い
て
は
、
サ
l
マ
ン
タ
を
構
成
要
素
に
含
む
政
治
的
構
成
鐙
を
「
園

家
」
(
凹

E
m〉
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
、
著
者
も
ま
た
そ
う
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
中
世
初
期
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
大

規
模
な
サ
l
マ
ン
タ
の
自
立
性
が
際
立
っ
て
お
り
、
中
に
は
同
盟
王
朝
と
言
う

べ
き
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
立
性
に
焦
黙
を
お
け
ば
、
各
サ

l
マ
ン
タ
を
「
園
家
」
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
込
む

「
宗
主
」
王
朝
の
勢
力
を

「
園
家
」
連
合
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る。

こ
の
時

代
の
濁
立
王
朝
の
王
の
稽
挽
と
さ
れ
る
マ
ハ

l
ラ
ー
ジ
ャ
l
デ
ィ

ラ
l
ジ
ャ

(
日
向
島
削
吋
帥
冨
昏
町
劃
』
同
諸
大
王
の
王
)
と
い
う
語
に
一
亦
さ
れ
る
よ
う
に
、
蛍

時
の
濁
立
王
朝
は
、
い
く
つ
も
の
王
園
な
い
し
王
権
を
配
下
に
従
え
た
王
様
と

し
て
、
自
己
の
権
力
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
初
期
の
イ
ン
ド
の

諸
王
朝
は
「
園
家
L

の
措
定
自
堕
が
極
め
て
難
し
い
よ
う
な
政
治
的
構
成
を
と

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
園
家
的
封
建
的
所
有
」
と
「
私
的
封
建
的
所
有
」
の

封
抗
と
い
う
図
式
そ
の
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
と

く
に
自
立
性
の
高
い
サ
l

マ
ン
タ
に
関
し
て
は
、
こ
の
園
式
は
意
味
を
篤
さ
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

著
者
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
封
建
制
理
解
は
、
日
本
の
よ
う
に
天
皇
制
・
律
令

官
制
が
、
名
目
的
・
形
式
的
で
は
あ
れ
、
中
世
に
至
っ
て
も
な
お
存
績
す
る
と

こ
ろ
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
有
数
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的
に
群
雄
割
援
が
常

態
で
あ
り
、
サ
l
マ
ン
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
た
イ
ン
ド
中
世
-
初
期
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
持
績
性
の
あ
る
中
央
集
権
的
・
園
家
的
枠
組
が
存
在
し
た

と
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
十
六
・
十
七
世
紀
の
ム
ガ
ル
集

描
惟
僅
制
の
淵
源
を
古
代
に
ま
で
た
ど
る
の
は
、
無
理
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
マ
ウ
リ
ヤ
朝
や
グ
プ
タ
朝
な
ど
、
イ
ン
ド
の
古
代
園
家
自
鐙
が
、

日
本
の
古
代
園
家
と
は
大
き
く
異
な
る
構
造
的
特
質
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

ま
た
著
者
は
ア
ジ
ア
の
封
建
制
の
特
徴
と
し
て
、
「
園
王
を
頂
慰
と
し
最
下

層
に
不
可
鰯
民
を
生
み
出
し
て
い
く
身
分
制
の
極
度
の
褒
逮
」
を
摩
げ
て
い
る

ご
二
頁
〉
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
設
明
が
な
い
が
、
文
脈
上
、

こ
う
し
た
特
質
を
も
っ
身
分
制
が
、
イ
ン
ド
中
世
祉
舎
の
集
権
的
園
家
的
と
さ

れ
る
構
成
を
、
制
度
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
支
え
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
一
種
何
が
こ
の
身
分
制
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

意
外
な
こ
と
に
そ
の
事
例
紹
介
あ
る
い
は
具
陸
的
説
明
が
な
い
。
最
下
層
を

「
不
可
個
別
民
」
と
し
て
い
る
黙
ゃ
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
中
世
間
身
分
制
」
を

論
じ
て
い
る
部
分
か
ら
(
五
六
|
五
七
頁
〉
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
l
テ
ィ
」
(
カ

1
ス
ト
)
制
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
中
世
的
身
分
制
」

を
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
著
者
は
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
勲
を
占
め
る

の
は
園
王
で
は
な
く
バ
ラ
モ
ン
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

著
者
の
言
う

「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」
の
諸
特
質
は
、
そ
の
歴
史
具
盤
的
説
明
に
飲
け
て
い
た

り
、
歴
史
事
象
か
ら
需
離
し
て
い
た
り
す
る
も
の
が
多
い
。
す
で

に
摩
げ
た

「王
に
仕
え
る
民
と
し
て
の
『
公
民
』
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
存
在
」
も
同
様
で
あ

る。

- 151ー

さ
て
、
評
者
も
イ
ン
ド
中
世
に
お
い
て
身
分
制
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
や
は

り
ヴ
ァ
ル
ナ
・
ジ
ャ
l
テ
ィ
制
と
も
祷
さ
れ
る
カ
l
ス
ト
集
闘
の
身
分
秩
序
を

措
い
て
他
に
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
の
問
題
提
起
に
戻
せ
ば
、
問
題
は

こ
の
カ
l
ス
ト
的
秩
序
が
集
権
的
園
家
を
支
え
る
閣
家
的
身
分
秩
序
か
否
か
と
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い
う
こ
と
に
な
る
が
、
王
様
な
い
し
園
家
に
よ

っ
て
維
持

・
介
入
さ
れ
る
と
は

い
え
、
図
家
に
よ
っ
て
図
家
統
合
の
た
め
に
創
出

・
編
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
確
か
に
カ
l
ス
ト
的
身
分
秩
序
に
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
の

「
極
度
の
夜
連
」
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
は
園
家
毎
に

園
王
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
王
園
領
域
を
超
え

て
、
あ
る
い
は
閣
家
領
域
と
は
無
関
係
に
存
在
・
機
能
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
イ
ン
ド
祉
舎
に
蹟
く
普
及
し
た
祉
曾
集
園
の
秩
序
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

王
朝
権
力
は
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
カ
l
ス
ト
制
の
あ
り
方
に
は
、
と
り
た
て
て
中
央
集
権
的

・
園
家
的
要
素

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
い
ず
れ
の
黙
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
中
世
の
園
家
的
特
質
を
特
に
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

中
央
集
権

的
シ
ス
テ
ム
を
と
る
ム
ガ
ル
一一
帝
園
で
さ
え
も
、
「
『
公
民
』
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

ゃ
、
そ
れ
に
基
づ
く
園
家
的
な
身
分
秩
序
(
カ
l
ス
ト
制
以
外
の
)
が
あ

っ
た

と
は
、
評
者
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
そ
の
集
権
鐙
制
は
、
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に

「
古
代
事
制
園
家
」
か
ら
の
遺
産
の
上
に
う
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
史
上
最
も
集
権
性
を
高
め
た
と
も
言
わ
れ
る
ム

ガ
ル
の
園
家
シ

ス
テ
ム
で
さ
え
、
著
者
の
言
う

「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」
と
は
異

な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
の
い
か
な
る
時

代
に
お
い
て
も
「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」
が
認
め
難
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
本
書
全
鐙
の
構
想
は
、
現
代
イ
ン
ド
に
至
る
イ
ン
ド
史
全
鐙
の
理
解

を
め
ざ
し
た
非
常
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
イ
ン
ド
の

前
資
本
制
的
諸
関
係
が
植
民
地
時
代
も
濁
立
後
も
克
服
さ
れ
ず
、
現
在
も
な
お

イ
ン
ド
の
繁
革
課
題
で
あ
る
と
理
解
し
て
(
六
三
l
六
四
頁
)
、
前
近
代
の
祉

曾
構
成
値
史
の
考
察
に
向
か
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
歴
史
的
展
開
の

特
質
は
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
圏
と
同
様
、
先
行
す
る
祉
曾
構
成
陸
が
遺
制
と
し
て

滞
留
し
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
し
、
初
裂
の
段
階
を
規
定
す
る
ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
の
理
解
が
、
封
建
制
の
ア
ジ
ア
的
特
質
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
諸
段
階
を
へ
た
現
代
の
構
成
鰻
的
特
質
の
理
解
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
こ

の
よ
う
な
意
味
で
理
解
さ
れ
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
は
、
決
し
て
イ
ン
ド
の
歴

史
家
た
ち
が
批
判
し
て
き
た
よ
う
な
停
滞
論
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ

る
(
二
七
|
二
八
頁
〉
。

確
か
に
著
者
の
言
う
よ
う
に
現
在
で
も
イ
ン
ド
は
な
お
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
数
々
の
蝋
皮
革
す
べ
き
諸
問
題
を
祉
舎
の
中
に
抱
え
て
お
り
、
歴
史
皐

は
こ
う
し
た
問
題
に
答
え
て
い
く
べ
き
だ
と
す
る
著
者
の
見
解
は
正
賞
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
を

「
ア
ジ
ア
的
」
と
い
う
、
そ
れ
自
鐙
寅
鐙
の
不
明
瞭

な
、
十
九
世
紀
西
欧
の
観
念
上
の
産
物
と
ま
で
言
わ
れ
る
概
念
で
簡
単
に
括
っ

て
し
ま

っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た、

そ
の
よ
う
な
言
葉
を
出
裂
黙
に

し
て
現
在
の
イ
ン
ド
の
抱
え
る
問
題
を
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
問
題
性
は
、

著
者
が
克
服
し
た
と
し
て
い
る
「
ア
ジ

ア
」
リ

「
停
滞
」
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
イ
ン
ド
を
含
む
さ

ま
ざ
ま
な
諸
地
域

・
文
化
圏
か
ら
成
る

「
ア
ジ
ア
」
に
、
古
代
か
ら

一
貫
し
た

共
通
の
構
造
的
特
質
が
存
在
す
る
と
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
考
え
る
こ
と
自
鐙
が
、

ア
ジ
ア
各
地
の
歴
史
の
認
識
を
ゆ
が
め
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
も

と
よ
り
著
者
は
臼
本
・
中
園

・
イ
ン
ド
の
「
封
建
制
」
が
同
じ
で
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
三
者
を
園
家
的

・
集
権
的
な
「
ア
ジ

ア
」
の
名
の
も
と
に
く
く
る
積
極
的
理
由
は

一
陸
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
少
な
く

と
も
本
書
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
著
者
は
以
上
の
よ
う
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

批
剣
を
十
分
想
定
し
え
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
射
す
る
著
者
の

コ
メ
ン
ト

は
本
書
か
ら
は
見
い
出
し
が
た
い
。

「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
こ
の

-152ー



封
建
制
に
先
行
す
る
古
代
社
舎
の
主
要
な
生
産
様
式
と
し
て
、
ア
ジ
ア
的
生
産

様
式
を
構
想
す
る
の
が
な
お
歴
史
皐
的
有
数
性
を
失
つ
て
は
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」
(
二
四
六
頁
〉
と
、
今
な
お
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
著
者
は
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
の
も
つ
負
の
側
面
を
補
っ
て
齢
り
あ
る
利
賂
・
有
数
性
が
、

今
な
お

「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う。

古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
イ

ン
ド
の
祉
曾
構
成
鐙
的
展
開
を
論
じ
た
研
究
者

は
、
著
者
と
辛
島
昇
氏
ぐ
ら
い
で
あ
り
、

ま
だ
な
お
唯
物
史
観
が
十
分
活
力
を

も
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
一
九
七

0
年
代
に
お
い
て
は
、
著
者
だ
け
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
評
者
が
以
上
指
摘
し
て
き
た
批
判

黙
の
中
に
は
、
現
時
黙
だ
か
ら
こ
そ
言
い
う
る
と
い
う
も
の
も
少
な
く
な
い。

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
イ
ン
ド
史
全
健
を
「
ア
ジ
ア
」
史
の
理
論
的
枠

組
で
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
、

著
者
の
大
臓
な
試
み
は
、

首
時
に
お
い

て
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
歴
史
研
究
と
の
貴
重
な
架
け
橋
と
な
っ
た
の
は
開

濯
い
な
く
、

著
者
の
研
究
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

し
か
し
現
在
に
お
い
て
も
著
者
の
枠
組
は
他
地
域
と
の
比
較
の
指
標
と
な
り
う

る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
に
、
や
は
り
現
段
階
で
の
著
者
の
見
解
が
十
分
開

示
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
悔
や
ま
れ
る
。

あ
る
い
は
著
者
の
論
理
、
員
震
に
射
し
て
多
く
の
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
恐
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
氏
の
忌
俸
の
な
い
ご
叱
正
を
心
か

ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
水
林
彪

「
幕
藩
鐙
制
に
お
け
る
公
儀
と
朝
廷
」
(『
日
本

の
祉
舎
史

第
三
谷

権
威
と
支
配
』
岩
波
書
庖、

一
九
八
七
年
、
所

牧〉
。

(
3
〉

辛
島
氏
も
著
者
と
非
常
に
近
い
考
え
方
を
も
っ
て

い
る
よ
う
で
あ

る
。
氏
は
、
南
イ
ン
ド
で
は
チ
ョ
l
ラ
朝
の
崩
壊
後
十
三
世
紀
か
ら
十

五
世
紀
に
か
け
て
封
建
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
よ
う
や
く
十
六
世

紀
に
な
っ

て
ナ
l
ヤ
カ
と
祷
す
る
領
主
屠
の
支
配
が
明
確
に
な
り
、
本

格
的
な
封
建
制
段
階
に
至
る
と
考
え
て
い
る
。
辛
島
氏
も
西
欧
の
封
建

制
と
の
這
い
と
し
て
、
ナ
l
ヤ
カ
に
劃
す
る
園
家
の
統
制
力
を
強
調
し

て
お
り
、
こ
れ
を

「園
家
的
封
建
制
」(凹

E
O
F
E
E
-
-印自
)
と
呼
ん
で

日
本
近
世
の
幕
藩
位
制
と
の
類
似
性
を
指
摘
し

て
い
る。
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